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京都市北区雲ヶ畑で活動する山仕事サークル「杉良太
郎」。京都大学の学生が中心となり、地域の森林整備を行
う彼らの活動を紹介します。

まるで「森みたい」な仲間たち
「僕は北海道の田舎育ちなもので、自然から離れると『う
わーっ』てなっちゃう（笑）」と話す菅原さんは、森にい
ると「時間を忘れられる」と言います。「まちなかにいる

と人間以外の生き物っ
てあまりいないけど、
山に行けると自分の周
りにいっぱい生き物が
いる。なので、なんと
なく寂しくないんです
よね」と、山がもたら

す特別な感覚を語ります。登山経験者の千葉さんは、「登
山だと通りすぎるだけでしたが、山仕事だと森にじっく
り関われる。今までとは違った視点から山を見つめるこ
とができる」点をサークルの魅力と感じたそう。
「体験に来てくれた子に、『みんな森みたいな人達です
ね』って言われたことがあります。人って森に来たら優
しくなるのかもしれません。」

山のもどかしい現状とどう向き合うか
「杉良太郎」の魅力は、世代間交流にもあります。菅原
さんは「普段自分以外の世代の人と関わることはあんまり
ないですが、ここでは山主さん方とたくさん話ができます」と、
話します。千葉さんは「今まで何気なく見ていた山も、誰
かによって管理されているんだな、ってことを意識するよう
になりました」と、活動を経ての気づきを語りました。
地域との関係を築く中で、その課題にも直面します。「山
を管理されていた親御さん世代が亡くなり、子どもさん
が所有権を引き継いでも、遠方に住んでいたり、連絡が
取れないところも多い。整備を申し出たくても、その意
思決定すらしてもらえないこともあります」と、菅原さ
んが現状を語ってくれました。

森林での経験が分野を超えてつながっていく
彼らの活動は、それぞれの学びにも影響を与えていま
す。数学を専攻する菅原さんは、「自分の部屋で煮詰まっ
てても、山でリラックスしていると突然ひらめいたりす
ることがありります」と話します。物理工学専攻の千葉
さんは、「林業機械は今でも結構ありますが、森林や林業
の中で、まだまだみんなが研究してないような部分もあ
ると思う。将来そんな研究ができたら」と、林業分野に
おける工学的アプローチの可能性に目を向けています。

いつでも帰ってこられる場として
一回生の世古口さんは、将来、地方の町おこしに携わ
りたいと話してくれました。「杉良太郎」での経験は、彼
らの将来のキャリアにもつながっています。卒業後も山
仕事を手伝いに来るOBや、林業以外の分野の仕事につい
ても、山で得た知識や経験を活かすOBもいるそう。彼ら
にとって「杉良太郎」と雲ケ畑の山は、いつでも帰って
こられる大切な場所となっています。

お話しを伺った方：�菅原さん（理学部3回）、千葉さん（工学部2回）、
世古口さん（農学部1回）

山仕事サークル　杉良太郎
設 　 立： 平成10年
活 動 地： 京都市北区雲ヶ畑
活動概要： �地域の森林整備、「森の文化祭」など交流活動
メンバー数： 30〜40人

京都の学生たちが育む森と人とのつながり
森林ボランティアサークル
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森の文化祭
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──�皆さんのモデルフォレストについて教えてく
ださい

私達のモデルフォレストは、フィリピン・ボホール島
にあります。カロード川流域の7つの自治体、環境天然
資源省や農業省などの国の省庁、ボホール島州立大学、
さらにエスカヤ族や若者を含む多様な団体が参加し、森
林生態系の回復、森林火災などの災害リスクの軽減、地
域住民の持続可能な生計手段の確立、マングローブ林の
ある沿岸の持続的な管理などに取り組んでいます。

──�関係者との関係づくりで大切にしていること
は何ですか？また、これまで苦労したことは
ありませんでしたか？

持続可能な森林管理は、関係者皆が当事者意識を持ち、
協働することで初めて可能となります。そのため私たち
は、皆が発言でき、それが尊重される場を目指し、それ
ぞれの知識やニーズ、視点を計画づくりや意思決定に反
映しています。
様々な関係者がいるということは、期待や能力、関与の
度合いも異なります。当初は地域住民からなかなか信用を
得られなかったり、生計面の制約や時間や人手の問題など
から持続的に参加してもらえない、といったこともありました。

これに対応するためにも、関係者との信頼関係を大切
にしています。森林回復のためのプログラム一つをとっ
てみても、なぜこの事業が必要なのか、目的や利益、期
待される成果を、関係者間でしっかり共有します。計画
段階から積極的に加わってもらうことで、自分たちのプ
ログラムだという意識を持ってもらうようにしています。　
さらに研修や技術支援などにより、地域住民が自信を
持ち、自分たちが活動に参加することが意義のある貢献
になっていることを実感してもらえるように心がけてい
ます。
──�これまでの成果はどんなものがありますか？
先住民グループや若年層が森林管理活動へ積極的かつ
持続的に参加してくれるようになったことです。アグロ
フォレストリー事業や沿岸地域のマングローブなどの資
源管理を通じて、地
域住民の新たな収入源
ができたことも成果で
す。重点課題の一つで
ある森林火災に対し
て、地域主導で対応策
を策定し、実行に移す
こともできました。
生物多様性や土壌の
健全性、水源涵養など
も成功の重要な指標ですが、私たちの取り組みが地域の
くらしの向上や幸福度などにどのように貢献するかも重
視しています。この二つは深く相互に関連していて、ど
ちらを欠いてももう一方が成り立たないからです。
──�今後の展望について聞かせてください 
生態系サービスの重要性への認識の高まり、リモート
センシングやデータ分析の進展、国連生態系回復の10年
計画など、最近の流れは私たちの活動にとって追い風で
す。今後は、若者や先住民のグループにも、さらに主体
的に取り組みに関わってもらえればと思っています。
これからも、モデルフォレストを通じて、利害関係者
が協調し知識や知恵を結集することで、生態系を守り、
現在だけでなく未来の世代の生活の質を向上させること
ができる、ということを示していきたいと思っています。

お話を伺った人：
クリスティン・ベールさん

（カロード川流域モデルフォレスト管理
協議会事務局長）

カロード川流域モデルフォレスト
（フィリピン）／2003年設立

マングローブの苗床

森林回復に関する現地研修

世界の世界の

持続的な森林管理について多様な主体が話し合い、実
践するモデルフォレスト。1992年の地球サミットでカ
ナダ政府が提唱したこの枠組みは、現在では世界60以上
の地域に広がっています。その中から、各地で森林づく
りに取り組む仲間をご紹介します。
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企業等参加の森林づくりだより企業等参加の森林づくりだより

３月１５日（土）	 三洋化成工業株式会社（和束町） 
	 エルセラーン化粧品株式会社（長岡京市）

３月２２日（土）	 三共精機株式会社、佛教大学（南丹市） 
	 株式会社村田製作所（亀岡市）

４月　５日（土）	 株式会社島津製作所（南丹市）

４月１９日（土）	 グンゼ株式会社（綾部市） 
	 株式会社村田製作所（亀岡市）

４月２５日（金）	 ワタキューホールディングス株式会社（井手町）

４月２６日（土）	 KDDI株式会社関西総支社（大山崎町）

５月１１日（日）	 エルセラーン化粧品株式会社（長岡京市）

５月２４日（土）	 グンゼ株式会社（綾部市） 
	 株式会社村田製作所（亀岡市）

５月３１日（土）	 公益財団法人日新電機グループ社会貢献基金（南丹市）

６月　５日（木）	 日東精工株式会社（綾部市）

６月１５日（日）	 KDDI株式会社関西総支社（南丹市）

（協会に送付いただいた活動報告より抜粋して掲載しています）

三洋化成工業株式会社

KDDI株式会社関西総支社

三共精機株式会社、佛教大学

ワタキューホールディングス株式会社

日東精工株式会社

グンゼ株式会社

エルセラーン化粧品株式会社

公益財団法人日新電機グループ社会貢献基金
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イシダ三方良しの会、�
㈱イシダ、�
㈱中央倉庫協

「イシダの森で
春を探そう」
イシダの森�
（京都市左京区）

国際ソロプチミスト�
京都協賛

「春の衣笠山を
歩こう！」
衣笠山（京都市北区）

イシダ三方良しの会、�
㈱イシダ、�
㈱中央倉庫協

「イシダの森で
新緑を楽しもう！」
イシダの森�
（京都市左京区）

キョーラク百年の森�
基金事業

「北山杉を知ろう！
丸太磨き体験」
北山杉の里�
総合センターほか�
（京都市北区）

3月8日 4月20日

4月12日 5月18日
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入会案内資料をご希望の方はご連絡ください。

緑の募金ご協力のお願い
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●商品購入や募金箱で●郵便振替や銀行振込で
１．郵便振替
００９２０－７－２３９５２３
京都モデルフォレスト協会緑の募金

２．銀行振込　京都銀行府庁出張所
普通 ３１５４３０５
公益社団法人 京都モデルフォレスト協会　理事長　安藤孝夫

緑の募金は、地域や学校の緑化活動や、未来を担う子どもたちの
森林環境教育などに使われています。皆様のご協力をお願いいたします。

｢緑の募金付商品」を購入したり、「緑の
募金箱」に直接募金することでご協力
いただけます。「緑の募金付商品」開発･
販売や募金箱の設置等、様々な形でご
協力いただける店舗様、事務所様も募
集しています。

事務局からのお知らせ
活動報告

皆様からいただいた
「緑の募金」に対し、感謝状を贈呈しました
令和７年２月
株式会社平和堂様

令和７年3月
株式会社ハバリーズ様

令和７年７月３日
オムロン ソーシアル
ソリューションズ株式会社
「みんなでつくる
エコ活サークル」様

令和７年3月7日
京都府ホンダ会様
（ハイブリッドカー販売台数に
応じたご寄付）

令和７年3月3日
ダイドードリンコ株式会社様
（「緑の募金付き自動販売機」の
売上より）

令和７年2月27日
大和ハウス工業株式会社
京都支店様
（「緑の募金付き自動販売機」
売上より）

令和７年2月4日
京都北都信用金庫様

子どもたちの森林体験学習のためにいただいた
ご寄付に対し、感謝状を贈呈しました

令和７年２月19日
国際ソロプチミスト京都様

令和７年3月6日
一般社団法人
イシダ三方良しの会様

令和７年２月18日
株式会社中央倉庫様

令和7年度定時総会を開催
令和７年６月25日
令和７年度定時総会を開催し、令和６年度決算及び
役員の選任について承認されました

令和７年春 募金実績

9,373,345円
ご協力ありがとうございました

窓口の利用で
振込手数料等が

免除されます


